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● 限られた財源を効果的に
　配分した予算	 （新風会）

費用対効果の高い事業への取り組みと職員の生
産性向上により、各事業の成果が向上すること
を期待している。 
新しい高崎に向け、子育てＳＯＳサービス事業
など新事業が多く提案されており、全議案に賛
成する。

● 選択と集中による予算編成
	 （公明党）

ビジネスを盛んにして税収を上げ、教育や福祉
などを充実させていく政策が成果を上げる中、
選択と集中による予算編成で前年度対比0.4％減
の引き締まった予算としたことを評価する。

● 市民の声に耳を傾けた予算を
	 （日本共産党）

消費税率10％引き上げに伴う公共施設の利用料
金の改正に反対し、国保税や介護保険料の引き
下げを求める。大型開発優先の市政から福祉最
優先の市政に転換することを求める。

5月 21日（火） 午後１時 臨時会

6月

13日（木） 午後１時 開会、会期の決定、議案の提案説明など
14日（金）

午後１時 一般質問
17日（月）
18日（火）
19日（水）

21日（金） 午前10時 総務常任委員会
午後１時30分 教育福祉常任委員会

24日（月） 午前10時 市民経済常任委員会
午後１時30分 建設水道常任委員会

27日（木） 午後１時 委員長報告、提出議案等の議決、閉会

市議会の予定

各常任委員会、都市集客施設建設特別委員会において、
付託された議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査

● 人権擁護委員候補者
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同意した人事案件

特別委員会委員長報告 新年度議案への討論

請 願 の 審 議 結 果

可 決 し た 意 見 書

下記の意見書を国の関係機関などに提出しました。詳しい内容は、市議会ホームページをご覧ください。
● 食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意見書
● 妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書

提出された下記の請願を審議した結果、賛成少数で不採択と
なりました。

 ●  有害スラグの撤去を求めることについて

● 都市集客施設建設特別委員会
調査項目－高崎文化芸術センター（仮称）の建設

平成28年7月に本体工事に着工し、進捗状況を適宜
確認してきた。備品の購入やホテル招致調査が始ま
るなど準備が進んでいる。施設の集客力で本市の賑
わいを増していただきたい。

● 環境施設建設特別委員会
調査項目－高浜クリーンセンターの建て替え

プラント設備工事プロポーザルが実施され請負契約
を締結する中、経緯や費用の議論を重ね、隣接施設
の整備を進めてきた。平成34年度の供用開始を目指
し、市民に寄り添う施設にしていただきたい。

● 防災・危機管理対策特別委員会　
調査項目－災害に強いまちづくりに向けた防災・減

災対策や危機管理体制

危険箇所総点検の実施や降積雪時の迅速な災害対応、
スピーカー付き公用車の配備により災害対策の強化
につながった。今後も自主防災の推進など地域の防
災対策へより一層の支援をしていただきたい。

● 子育て支援・人口減少対策特別委員会　
調査項目－少子化に伴う人口減少に歯止めをかける

ための出産・育児環境の整備や就労支援
体制

子育てなんでもセンターの開設と新たに設置される
保育所運営の在り方や移住促進資金利子補給金など
を議論した。今後も子どもを産み、育てたいまちと
なり人口が増える環境づくりに努力していただきたい。

　議員提案により、手話言語
条例が制定されました。簡単
な手話を紹介します。

ごめんなさい。

手話で話そう!
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総 務 教 育 常 任 委 員 会
質疑　少年科学館条例の一部改正をする意図は。
答弁　施設の利用促進と学
習活動の利便性の向上を図
るため、一部有料となって
いた小・中学校などの児
童・生徒の観覧料を全て無
料とする。
質疑　市有施設ブロック塀改修工事の予定は。
答弁　学校・園を除く802施設のうち、ブロック塀のある
113施設について、技師が点検を実施した。その結果、倒
壊の恐れがあり緊急性の高い12施設の改修工事を行う。

市 民 経 済 常 任 委 員 会
質疑　まちなか有害鳥獣捕獲業務委託料の内容は。
答弁　住宅等における生活被害を防止する目的で、鳥獣
捕獲用の箱わなを貸し出している。平成31年度からは、
幅広く市民が利用できるよう箱わなの運搬手段等で困っ
ている人に対し、運搬から設置、回収までの一連の捕獲
業務を外部委託する｡
質疑　ごみ減量化促進製品開発事業補助金の内容は。
答弁　家庭から排出される生ごみの水切り用具につい
て、誰でも簡単に、継続して使いやすい製品の開発に対
する補助である。

都市集客施設建設特別委員会
質疑　高崎芸術劇場のグランドピアノ選定の経緯は。
答弁　演奏家に支持されるピアノであること、演奏会で
使用されること、2,030席の大空間に響く能力を持つこ
とという３つの条件を満たすスタインウェイ、ヤマハな
ど６台を選定した。

質疑　ムービングライト導入の狙いは。
答弁　ムービングライトは、さまざまな方向に光を照射
し、多彩な色の変化や効果を生み出す、現代のステージ
演出に欠かせない照明器具である。高度な演出の要求に
も応えられる劇場となるため、導入する。

保 健 福 祉 常 任 委 員 会
質疑　総合福祉センターの指定管理料増額の理由は。
答弁　児童センターに増員される職員１人分の人件費と
シルバーセンターのカラオケを無料とするため、収入と
なっていた利用料金分を上乗せする。
質疑　各放課後児童クラブの運営委員会の実態は。
答弁　運営委員会の構成員はクラブによって異なるが、
区長や民生委員、学校長、PTA会長などで組織してい
る。運営委員長は、校区の区長会長や区長が多く、各ク
ラブの保護者会の役員とも連携しながら、運営委員長の
負担が少なくなるような運営をしていただいている。

建 設 水 道 常 任 委 員 会
質疑　大規模建築物耐震補強支援補助金の対象は。
答弁　耐震改修促進法に基づき、耐震診断が義務付けら
れた大規模建築物のうち、避難所として指定された建物
の耐震工事が対象である。
質疑　烏川かわまちづくり周辺調査の詳細は。
答弁　烏川河川敷で実施予定
の社会実験の成果を踏まえ、
国と協議しながら、オープン
カフェの実施に向け、建物の
配置計画などを調査する。 河川敷を生かしたまちづくり

高崎市少年科学館


